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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年９月期第３四半期の連結業績（平成27年10月１日～平成28年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年９月期第３四半期 5,905 △15.4 184 △2.3 173 6.8 231 75.8 

27年９月期第３四半期 6,982 15.0 188 － 162 － 131 － 
 
（注）包括利益 28年９月期第３四半期 206 百万円 （76.7％）   27年９月期第３四半期 116 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年９月期第３四半期 91.14 90.87 

27年９月期第３四半期 52.14 51.83 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年９月期第３四半期 5,794 2,526 43.4 987.34 

27年９月期 5,504 2,350 42.5 920.48 
 
（参考）自己資本 28年９月期第３四半期 2,515 百万円   27年９月期 2,340 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年９月期 － － － 15.00 15.00 

28年９月期 － － －     

28年９月期（予想）       15.00 15.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

平成28年９月期の連結業績予想（平成27年10月１日～平成28年９月30日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 8,000 △10.8 205 △2.8 188 1.3 244 93.9 95.97 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年９月期３Ｑ 2,572,300 株 27年９月期 2,572,300 株 

②  期末自己株式数 28年９月期３Ｑ 24,908 株 27年９月期 29,908 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年９月期３Ｑ 2,543,560 株 27年９月期３Ｑ 2,528,459 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外ではありますが、この四

半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期レビュー報告書を受領しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、政府および日銀による経済・金融政策を背景に、企業収益の改善や

設備投資の増加が見られ、景気は緩やかな回復基調が続きました。一方、世界経済の成長減速や地政学的リスクの

高まりなどの影響により、先行きについては不透明な状況で推移しました。 

当社の主要顧客の属する電子部品・デバイス工業分野においては、スマートフォンや自動車向けの需要により堅

調な生産動向となっております。 

また、主力製品である金の価格は、米国の金融緩和縮小の影響により、前期を下回る水準となりましたが、底堅

く推移しました。 

このような環境の中、当社グループでは、いわき工場における、レアメタル・レアアースリサイクル事業及びマ

レーシア子会社での貴金属事業の立ち上げに取り組んでまいりました。いわき工場においては、これまで研究開発

の機能が中心でしたが、１月に製品を初出荷し、工場としての操業を開始しました。マレーシア子会社において

は、従前のスクラップの転売から、貴金属等の回収へと事業転換が進み、収支が改善しております。また、既存事

業についても、製造工程の自動化等によるさらなる効率化やコスト削減に注力し、グループ全体として、企業体質

の強化に取り組んでまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間においては、貴金属の販売価格が前年同期を下回り、受託加工取引の割合

が増えたことにより製品の販売数量が減少したことから、売上高は、5,905百万円（前年同四半期比15.4％減）と

なりました。利益面では、マレーシア子会社での収支改善が進んでいるものの、環境事業において銅の販売価格が

下落し、製品の販売数量も減少したことによって、営業利益は、184百万円（前年同四半期比2.3％減）、経常利益

は、173百万円（前年同四半期比6.8％増）となりました。また、第２四半期連結会計期間に、補助金収入104百万

円を特別利益として計上したことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は、231百万円（前年同四半期比

75.8％増）となりました。

 

各セグメントの業績は、次のとおりです。なお、各セグメントの金額については、セグメント間取引を含んでお

ります。

（貴金属事業） 

当事業の主要顧客の属する電子部品・デバイス工業分野の生産は総じて堅調に推移しました。主力製品の金につ

いては、販売価格が前年同期の水準を下回り、受託加工取引の割合が増加したことから、当社が販売する製品の数

量も前年同期を下回りました。これにより、売上高は、5,348百万円（前年同四半期比15.8％減）となりました。

セグメント利益は、製品販売価格が低下したものの、製造の効率化によるコスト削減やマレーシア子会社での収支

改善等、レアメタル・レアアースリサイクルの事業化により、188百万円（前年同四半期比89.2％増）となりまし

た。

（環境事業）

当事業の主要顧客の属する電子回路基板業界の生産は、低水準にとどまっており、電子回路基板向けエッチング

液および銅ペレットの販売数量は、前年同期を下回りました。また、銅ペレットの販売価格も前年同期を下回り、

前期発生した商品のスポット販売の反動もあり、売上高は、487百万円（前年同四半期比16.6％減）となりまし

た。セグメント損益は、売上高の減少により、30百万円の損失（前年同四半期は57百万円の利益）となりました。

（その他）

その他に含まれるシステム受託開発事業、分析事業および運輸事業の売上高は、70百万円（前年同四半期比

55.8％増）となり、セグメント利益は、14百万円（前年同四半期比186.7％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は、以下のとおりであります。 

（資産の部） 

前連結会計年度末に比べて290百万円増加し、5,794百万円となりました。 

主な要因は、現金及び預金が109百万円、たな卸資産が181百万円増加したことです。

（負債の部） 

前連結会計年度末に比べて114百万円増加し、3,268百万円となりました。 

主な要因は、借入金が265百万円、買掛金が86百万円増加し、社債が210百万円減少したことです。 

（純資産の部） 

前連結会計年度末に比べて175百万円増加し、2,526百万円となりました。 

主な要因は、利益剰余金が193百万円増加したことです。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成28年５月６日の「平成28年９月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績の

差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号  平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号  平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号  平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号  平成28年６月17日）を当第３四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,231,290 1,340,371 

受取手形及び売掛金 314,690 361,675 

商品及び製品 393,890 268,094 

仕掛品 206,278 417,583 

原材料及び貯蔵品 59,002 155,443 

繰延税金資産 44,684 34,811 

その他 143,010 150,329 

流動資産合計 2,392,847 2,728,308 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,114,556 2,100,248 

減価償却累計額 △888,734 △950,413 

建物及び構築物（純額） 1,225,821 1,149,835 

機械装置及び運搬具 2,192,904 2,291,992 

減価償却累計額 △1,845,194 △1,916,138 

機械装置及び運搬具（純額） 347,710 375,853 

土地 1,206,024 1,205,636 

リース資産 46,100 56,999 

減価償却累計額 △41,463 △44,787 

リース資産（純額） 4,636 12,211 

建設仮勘定 24,811 14,484 

その他 181,798 186,762 

減価償却累計額 △160,952 △164,032 

その他（純額） 20,846 22,730 

有形固定資産合計 2,829,850 2,780,752 

無形固定資産 23,657 22,616 

投資その他の資産    

投資有価証券 56,549 25,878 

退職給付に係る資産 78,904 100,485 

その他 122,776 136,594 

貸倒引当金 △32 △32 

投資その他の資産合計 258,197 262,925 

固定資産合計 3,111,705 3,066,294 

資産合計 5,504,552 5,794,603 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 135,923 222,149 

短期借入金 807,904 1,242,692 

1年内償還予定の社債 210,000 40,000 

リース債務 3,484 3,569 

未払法人税等 15,506 13,275 

賞与引当金 86,135 44,812 

その他 299,513 299,887 

流動負債合計 1,558,469 1,866,385 

固定負債    

社債 250,000 210,000 

長期借入金 943,666 774,430 

リース債務 1,045 9,159 

繰延税金負債 127,674 144,066 

長期未払金 223,574 213,975 

資産除去債務 49,901 50,573 

固定負債合計 1,595,862 1,402,206 

負債合計 3,154,331 3,268,592 

純資産の部    

株主資本    

資本金 504,295 504,295 

資本剰余金 351,422 352,522 

利益剰余金 1,496,169 1,689,866 

自己株式 △16,423 △13,678 

株主資本合計 2,335,463 2,533,005 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 14,813 △9,557 

為替換算調整勘定 1,435 413 

退職給付に係る調整累計額 △11,486 △8,721 

その他の包括利益累計額合計 4,761 △17,865 

新株予約権 3,731 2,821 

非支配株主持分 6,264 8,050 

純資産合計 2,350,220 2,526,011 

負債純資産合計 5,504,552 5,794,603 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 6,982,817 5,905,393 

売上原価 5,848,109 4,804,076 

売上総利益 1,134,707 1,101,316 

販売費及び一般管理費 945,956 916,840 

営業利益 188,750 184,475 

営業外収益    

受取利息 300 140 

受取配当金 174 221 

受取賃貸料 6,708 6,362 

受取保険金 296 7,190 

業務受託料 － 8,506 

助成金収入 － 7,309 

その他 3,450 3,962 

営業外収益合計 10,929 33,692 

営業外費用    

支払利息 24,376 18,889 

為替差損 7,365 15,455 

その他 5,341 10,209 

営業外費用合計 37,083 44,554 

経常利益 162,596 173,614 

特別利益    

固定資産売却益 705 － 

新株予約権戻入益 364 － 

補助金収入 22,333 104,200 

特別利益合計 23,402 104,200 

特別損失    

固定資産売却損 107 14 

固定資産除却損 2,384 55 

特別損失合計 2,492 70 

税金等調整前四半期純利益 183,506 277,744 

法人税、住民税及び事業税 7,313 15,445 

法人税等調整額 64,321 32,901 

法人税等合計 71,635 48,346 

四半期純利益 111,871 229,397 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △19,965 △2,433 

親会社株主に帰属する四半期純利益 131,836 231,830 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 111,871 229,397 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,861 △24,371 

為替換算調整勘定 932 △1,702 

退職給付に係る調整額 1,937 2,765 

その他の包括利益合計 4,731 △23,308 

四半期包括利益 116,602 206,089 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 136,194 209,203 

非支配株主に係る四半期包括利益 △19,592 △3,114 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成26年10月１日  至  平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント その他 

（注）１ 
合計 

  貴金属事業 環境事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 6,353,779 583,985 6,937,765 45,051 6,982,817 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － 99,220 99,220 

計 6,353,779 583,985 6,937,765 144,272 7,082,037 

セグメント利益 99,879 57,590 157,469 5,127 162,596 

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム受託開発事業

及び運輸事業であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成27年10月１日  至  平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント その他 

（注）１ 
合計 

  貴金属事業 環境事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 5,348,063 487,145 5,835,208 70,184 5,905,393 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － 94,464 94,464 

計 5,348,063 487,145 5,835,208 164,648 5,999,857 

セグメント利益又は損失

（△） 
188,980 △30,067 158,912 14,701 173,614 

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム受託開発事

業、分析事業及び運輸事業であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、当第３四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却

方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物

に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更に伴う、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益への影響は軽微であります。 
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